
第１３８回 教育研究評議会議事要録

日 時 平成２７年６月２４日（水）１７時２５分～１９時０８分

場 所 大学本部棟５階第１会議室（ＴＶ会場：医学部管理棟２階学長室）

出 席 者

（評議員）島田学長、早川理事、堀理事、下間理事、杉山理事、藤井理事、

中村教育人間科学域長、武田医学域長、豊木工学域長、黒澤生命環境学域長、

竹内附属図書館長、

大隅・時友・中尾・杉田・柴田・坂本・柳田・風間各教授

（列席者）鮎川監事、古井監事、白沢学長補佐、

高村総務部長、本多財務管理部長、松永施設・環境部長、清水教学支援部長、

大木総合情報戦略部長、山田医学域事務部長、山田研究支援課長、

望月企画課長、小林総務課長、杉浦人事課長、九鬼財務管理課長、梶原教務課長、

仙洞田学生支援課長、佐野教育人間科学域支援課長、島田工学域支援課長、

平出生命環境学域支援課長、石原監査室長

議事要録確認

第 137 回教育研究評議会（27.5.19 開催）議事要録を確認した。

報告事項

１ 役員会の開催状況について

下間理事から、第 158 回役員会（27.5.26 開催）の開催状況について、資料１により報告が

あった。

２ 大学院総合研究部会議の開催状況について

下間理事から、第９回大学院総合研究部会議（27.6.16 開催）の開催状況について、資料２

により報告があった。

３ 学生の学籍異動について

堀理事から、学生の学籍異動について、資料３により、平成 27 年度５月期の休学・退学・

復学・除籍許可者数の報告があった。

４ 平成 26 年度卒業・修了生の進路について

堀理事から、平成 27 年５月１日現在における平成 26 年度卒業（修了）生の進路状況につい

て、資料４により報告があった。

５ 国立大学法人山梨大学基本規則の一部改正について

下間理事から、国立大学法人山梨大学基本規則の一部改正について、年度途中で指名された

学長補佐の任期に関して終期をそろえるものである旨、資料５により報告があった。

６ 年俸制適用者及び平成 27 年度募集について

下間理事から、年俸制適用者及び平成 27年度募集について、資料６により、昨年 10 月から

導入した年俸制の適用教員（目標値 60 名）の現状（27.6.1 現在で 53 名）報告があり、昨年と



同様の方針により、別の類型に再応募も可能とした７名程度の追加募集を７月に実施予定であ

る旨の説明があった。

７ 平成 27 年度文科省科学技術人材育成費補助事業の審査状況等について

下間理事から、男女共同参画推進室が申請した平成 27 年度文科省科学技術人材育成費補助

事業（２件）の審査状況等について、資料７により、お茶の水女子大学が代表となり申請して

いる「コンソーシアム構築事業」は書面審査を経てＪＳＴでヒアリングが実施された旨、また、

本学が代表となり申請した「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業（連携型）」は

ヒアリングの対象とならなかった旨の報告があった。

引き続き、本学における今後の女性研究者の採用目標数について、資料７により、第３期中

期目標・中期計画（素案）では女性研究者在職比率（現在 14.5％）を今後６年間で 17％以上

とすることを盛り込んでおり、そのために６年間で 24 名（退職者９名の後補充を含む）の採

用が必要である旨、また、女性研究者上位職（教授、准教授、講師）への登用推進について今

後大学院総合研究部会議等において検討を進めて行く旨の説明があり、関連して６月 23 日か

ら 29 日までは「男女共同参画週間」であり、附属図書館において関連展示が行われている旨

の報告があった。

８ 平成 27 年度国立大学改革基盤強化促進費について

杉山理事から、平成 27年度国立大学改革基盤強化促進費について、資料８により文部科学

省に申請した旨の報告があった。なお、減額採択となった場合には、関係学域長及び学長補佐

と相談の上、調整を図りたい旨の説明があった。

９ 第３期中期目標期間における国立大学法人運営費交付金の在り方について（審議まとめ）

杉山理事から、６月15日付けで文部科学省が公表した「第３期中期目標期間における国立大

学法人運営費交付金の在り方（審議まとめ）」について、資料９により、各大学の機能強化の

方向性に応じた重点支援の枠組み等の報告があり、これらを踏まえ平成28年度概算要求に向け

て準備作業を進めていく旨の説明があった。

10 山宮宿舎の用途廃止・処分について

杉山理事から、山宮宿舎の用途廃止・処分について、資料 10 により、山宮宿舎を廃止し、

建物及び土地の売り払い等の処分を行うこととした旨の報告があった。

11 附属病院再整備における医学部土地の担保設定について

杉山理事から、附属病院再整備における医学部土地の担保設定について、資料 11 により、

各年度借入予定金額及び借入金残額状況並びに借入金残額に対する担保判定状況等の報告が

あった。

12 ＪＳＴ公募事業への申請における全学共通経費の負担について

杉山理事から、ＪＳＴ公募事業に申請する「ネパール大地震を対象とした国際緊急共同研

究・調査支援プログラム（Ｊ－ＲＡＰＩＤ）」における学内負担額（全学共通経費）について、

資料 12 により、当該年度事業費の 10％とする旨の報告があった。

13 ヴァンフォーレ甲府への支援について

杉山理事から、ヴァンフォーレ甲府への支援について、資料 13 により、昨年度に引き続き

ヴァンフォーレ甲府ホームゲーム観戦チケットを購入することとした旨の報告があった。

14 情報戦略会議の開催状況について

杉山理事及び大木総合情報戦略部長から、平成 27 年度第１回情報戦略会議の開催状況につ



いて、資料 14 により、平成 26 年度情報セキュリティ監査の実施結果を踏まえた情報セキュリ

ティに関する注意喚起があり、平成 27 年度セキュリティ活動計画及び教育研究用情報システ

ム更新計画の報告があった。

15 その他

(1) ネパール大地震で被災を受けているトリブワン大学への義援金について

下間理事から、本学大学院留学生等による募金活動及び教職員の協力による義援金（111

万円）について、６月 21 日（日）に現地トリブワン大学工学部長室にて、風間国際流域環

境研究センター長をはじめとする本学教員４名から同大学の３学部（工・医・理）の代表者

に目録を手渡すことができた旨の報告があった。

風間センター長から、協力に対するお礼及び現地の状況等について報告があった。

(2) キャンパス・ハラスメント防止・対策について

杉山理事から、キャンパス・ハラスメント防止・対策委員会において、学内イントラ掲示

板にて周知している「キャンパス・ハラスメント防止・対策について」を見直し、ハラスメ

ントの予防・対策の強化を図る検討を進めている旨の報告があった。

(3) 学長オフィスアワーの実施について

学長から、公約に掲げている学長オフィスアワーの実施について、６月 22 日（月）に第

１回を開催し、本学学生５名と活発な意見交換を行い有意義であった旨の報告があり、資料

15 により、今後も継続して実施し、学内のコミュニケーションを図っていくとの発言があっ

た。

（4） 平成 27年度国立大学改革強化推進補助金（特定支援型）への対応について

下間理事から、平成 27 年度国立大学改革強化推進補助金（特定支援型）への対応について、

資料 16 により、６月 22日付け文部科学省通知「平成 27 年度国立大学改革強化推進補助金の

取扱いについて」を踏まえ、平成 26 年度に特定支援型（若手教員の活用による機能強化の促

進）に採択された取組を更に充実しつつ申請を検討したい旨の説明があり、各学域等に持ち

帰り検討の上、希望がある場合は６月 30日までに杉山理事まで提出するよう依頼があった。

審議事項

１ 教員公募計画書（案）について

下間理事から、第９回大学院総合研究部会議（27.6.16 開催）において承認を得た教員公募

計画書に関し、同会議終了後に教育人間科学域の教授公募計画４件に関して意見提出があった

ことから再度説明を求め審議を行う旨の説明があり、中村教育人間科学域長から、資料 17に

より、４名の教授ポストに係る配置理由等の説明を行い、審議の結果、これを承認した。

・教育人間科学域教育学系 教授１名（公募）

・教育人間科学域人間科学系 教授３名（公募）

２ 教員の採用（昇任）選考（案）について

下間理事、中村教育人間科学域長及び武田医学域長から、教員の採用（昇任）選考（案）に

ついて、資料 18及び机上配付回収資料により、２名の教員に係る選考経緯等説明があり、審

議の結果、これを承認した。

・平成 27年７月１日採用 教育人間科学域教育学系准教授１名

・平成 27年７月１日昇任 医学域臨床医学系講師１名



３ 第３期中期目標・中期計画（素案）について

早川理事から、第３期中期目標・中期計画（素案）の策定に関し、各学域等からの意見や文

部科学省の指導を踏まえ精査した最終案について、資料 19により説明があり、審議の結果、

これを承認し、特段の追加意見がある場合は６月２６日 (金) までに早川理事に提出すること

とし、今後の修正は役員に一任した。

４ 平成 28 年度運営費交付金概算要求におけるビジョン／戦略／取組（案）について

杉山理事から、平成 28 年度運営費交付金概算要求におけるビジョン／戦略／取組（案）に

ついて、資料 20により、文部科学省からの指摘事項や第３期中期目標・中期計画（素案）を

踏まえ作成しており、７月 22 日（水）の提出期日までにさらに文部科学省とも相談しつつ作

業を進めたい旨の説明があり、審議の結果、これを承認した。特段の意見がある場合は速やか

に杉山理事に提出することとし、今後の修正は役員に一任した。

５ 教育人間科学部生涯学習課程の学生募集停止に伴う生命環境学部入学定員の増及び学部名

称の変更（案）について

堀理事から、継続審議としていた教育人間科学部生涯学習課程廃止に伴う学部名称の変更及

び生命環境学部入学定員増（案）について、資料 21 により、６月 23 日（火）の文部科学省と

の事前相談において了解が得られた旨の説明があり、審議の結果、これを承認した。併せて、

生命環境学部に新設する観光政策科学特別コース等について、対外的な公表に係る留意事項を

踏まえた上で積極的な広報に協力いただきたい旨の依頼があった。

６ 大学院医学工学総合教育部の名称変更（案）について

堀理事から、大学院医学工学総合教育部の名称変更（案）について、資料 22 により、文部

科学省との事前協議を経て「総合教育部」から「医工農学総合教育部」に再度名称変更申請す

ることとしたい旨の説明があり、審議の結果、これを承認し、併せて英語表記について確認し

た。

７ 平成 26 年度業務実績報告書（案）について

早川理事から、平成 26年度業務実績報告書（案）について、資料 23-1 及び 23-2 により、

資料 23-1 の一部修正点を含め説明があり、審議の結果、これを承認し、特段の意見がある場

合は 6 月末日までに企画課へ提出することとし、今後の修正は役員に一任した。

「資料 23-1 成 26 年度業務実績報告書の一部修正箇所」

・整理番号 ２の④列進捗状況欄の「Ⅲ」を「Ⅳ」に修正

・整理番号 50 の④列進捗状況欄の「Ⅲ」を「Ⅳ」に修正

８ 障がい学生修学支援体制の整備（案）について

堀理事から、「障害者差別解消法」の制定(平成 28 年４月施行)等に伴う障がい学生修学支

援体制の整備（案）について、資料 24 により、専任教員の新規雇用及び今後の人件費等に係

る継続的な学内予算確保等について説明があり、審議の結果、これを承認した。

９ 山梨大学学生委員会規程の一部改正（案）について

堀理事から、山梨大学学生委員会規程の一部改正（案）について、資料 25 により、委員の

構成を変更し組織を充実するものである旨の説明があり、審議の結果、これを承認した。

10 地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(ＣＯＣ+)計画調書(案)について

早川理事から、地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(ＣＯＣ+)計画調書(案)について、



資料 26 により、本学を中心に県内の全 11 大学、横浜市立大学、関係自治体及び企業等が協働

して、新規事業分野と連動した実践的教育カリキュラムやインターンシップを実施することな

どにより、県内における新規雇用を創出し学卒者の県内就職率向上を目指す事業である旨、及

び７月１日（水）の文部科学省提出期日までに役員間で更に内容を精査する旨の説明があり、

審議の結果、これを承認した。特段の意見がある場合は早急に早川理事に提出することとし、

今後の修正は役員に一任した。

以上


